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春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
肌 

 

寒
い
天
候
の
も
と
、
三
月
十
二 

 

日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
午
後 

 

三
時
迄
、
Ｊ
Ｒ
茅
ヶ
崎
駅
自
由 

                   
 

  

通
路
に
て
、
無
料
相
談
会
が
開 

催
さ
れ
た
。
若
い
人
か
ら
年
配 

の
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
市
民 

が
相
談
に
訪
れ
、
水
島
支
部
長 

を
は
じ
め
九
名
の
相
談
員
は
熱 

心
に
回
答
し
た
（
写
真
上
）
。 

 

神
奈
川
県
行
政
書
士
会
の
、 

の
ぼ
り
を
掲
げ
、
自
由
通
路
を 

通
る
多
く
の
人
に
チ
ラ
シ
の
配 

布
も
行
な
い
、
地
元
茅
ヶ
崎
に 

お
け
る
行
政
書
士
の
知
名
度
ア 

ッ
プ
の
活
動
を
行
っ
た
。 

 

反
省
会
で
は
、
今
後
、
辻
堂 

や
寒
川
に
お
け
る
無
料
相
談
会 

開
催
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。 

                    

現
在
の
年
二
回
、
藤
沢
駅
と
茅

ヶ
駅
に
お
け
る
相
談
会
も
含
め 

て
、
開
催
場
所
、
回
数
等
の
見 

直
し
も
将
来
的
な
課
題
に
な
る 

と
思
わ
れ
る
。 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                

 

昨
年
の 

十
一
月
六 

日
（
土
）
、 

午
後
二
時 

よ
り
、
藤
沢
商
工
会
議 

所
第
一
会
議
室
に
て
、 

本
年
度
二
回
目
の
支 

部
研
修
会
が
行
わ
れ 

た
。
テ
ー
マ
は
「
事
業 

協
同
組
合
及
び
企
業
組
合
制
度 

の
趣
旨
と
内
容
に
つ
い
て
」
と 

題
し
て
、
講
師
は
全
国
中
小
企 

業
団
体
中
央
会
の
及
川
勝
氏 

（
写
真
右
）
と
当
支
部
の
神
本 

千
石
幹
事
が
務
め
た
。 

講
義
は
事
業
協
同
組
合
と
企 

業
組
合
の
組
織
や
事
業
内
容
、 

具
体
的
な
設
立
手
順
な
ど
に
つ 

い
て
行
わ
れ
、
す
ぐ
に
実
務
に 

応
用
で
き
る
く
ら
い
の
充
実
し 

た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

講
義
終
了
後
、
懇
親
会
へ
と 

場
所
を
移
し
、
会
員
相
互
の
親 

睦
を
図
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

本
年
二
月
五
日
（
土
）、
藤
沢

市
民
会
館
に
て
、
公
的
無
料
相

談
会
の
相
談
員
講
習
会
が
開
催

さ
れ
た
。
受
講
者
は
、
五
十
三

名
。
当
支
部
で
は
、
講
習
会
を

受
講
し
、
相
談
員
登
録
届
出
書

を
提
出
し
た
会
員
が
支
部
の
相

談
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

「
暮
ら
し
の
法
務
相
談
＝
※
藤

沢
、
茅
ヶ
崎
の
両
市
で
毎
月
開

催
」
の
相
談
員
に
推
薦
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。 

講
習
会
で
は
、
相
談
部
長
の 

國
井
和
夫
会
員
が
支
部
で
作
成 

し
た
『
公
的
無
料
相
談
ガ
イ
ド 

ラ
イ
ン
』
に
沿
っ
て
、
「
暮
ら
し 

の
法
務
相
談
」
や
街
頭
無
料
相 

談
会
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
、 

相
談
員
と
し
て
の
マ
ナ
ー
に
も 

言
及
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
研 

修
部
長
の
神
本
千
石
会
員
が
、 

相
談
の
多
い
相
続
や
遺
言
に
つ 

い
て
、
解
説
を
行
っ
た
。 

 

講
習
会
終
了
後
、
同
会
館
松 

の
間
で
、
新
春
の
つ
ど
い
が
開 

催
さ
れ
た
。
藤
沢
、
茅
ヶ
崎
両 

市
長
、
寒
川
町
長
を
は
じ
め
、 

地
元
選
出
の
国
会
議
員
も
出
席
。 

賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

▼
引
き
続
き
広
報
を
担
当
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度 

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
準 

備
に
も
着
手
し
ま
す
。
ご
協
力 

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
石
崎
寛
之
） 

▼
こ
の
度
、
幹
事
に
選
任
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報
部
の 

活
動
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。
（
寺
内
正
樹
） 

▼
入
会
し
て
か
ら
よ
う
や
く
一 

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ 

未
熟
者
で
す
の
で
、
今
後
と
も 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
小
林
哲
朗
） 

 ５月２１日（土）午後２時より藤沢市民会館ふ

じの間において、平成１７年度神奈川成年後見サ

ポートセンター横浜湘南支部通常総会が開催さ

れた。 

 ２１名の会員が出席する中、まずは酒井武千代

支部長、続いて眞達格理事長のご挨拶があり、議

長として鈴木壽造会員が推薦され、議事が進めら

れた。 

 平成１６年度事業報告並びに収支決算、平成１

７年度事業計画並びに収支予算の承認がなされ、

支部発足５周年記念事業など今後の活発な活動

計画が発表された。 

 続いて、新たに会計補佐を設置するなどの支部

規則改正案が承認された。 

 その後、任期満了に伴い役員選任がなされ、竹

内久治支部長、上田哲夫・小林ハツ子両副支部長、

会計・会計補佐各１名、幹事８名、監事１名の新

体制がスタートすることとなった。 

 最後に、小林ハツ子副支部長が総会の閉会を宣

言された。 

 その後の懇親会には、湘南支部・水島早苗支部

長にもお越しいただき、和やかな雰囲気の中、今

後の成年後見制度と行政書士のあり方などにつ

いて、積極的な意見交換が行なわれた。 

（寺内正樹）

◎
相
談
件
数
…
十
三
件 

◎
来

訪

者
…
十
三
名 

 

相
続 

 
 

 
 

四
件 

遺
言 

 
 

 
 

三
件 

土
地
利
用
関
係 

一
件 

税
金
関
係 

 
 

一
件 

成
年
後
見 

 
 

一
件 

そ
の
他 

 
 

 

三
件 

 ＊
相
談
内
容
は
、
相
続
・
遺

言
関
係
が
中
心
を
占
め
た
。
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水 島 早 苗

支 部 長

                                      

         

さ
る
五
月
十
四
日
（
土
）
、
午 

後
二
時
か
ら
、
藤
沢
市
民
会
館 

第
二
会
議
室
で
、
湘
南
支
部
定 

時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
百
名
が 

出
席
（
委
任
状
五
六
名
）し
た
。 

 

杉
本
剛
昭
幹
事
の
司
会
の
も 

と
、
ま
ず
、
百
瀬
斐
之
副
支
部 

長
が
開
会
を
宣
言
。
次
に
水
島 

早
苗
支
部
長
か
ら
、「
支
部
行
事 

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し 

ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

                  

       

そ
し
て
、
来
賓
の
山
本
捷
雄
藤 

沢
市
長
と
秋
葉
成
一
副
会
長
の 

挨
拶
の
後
、
岸
良
峰
会
員
を
議 

長
に
、
増
村
美
栄
子
会
員
を
副 

議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
、
議 

事
に
入
っ
た
（
書
記
に
は
、
小 

野
高
広
会
員
、
議
事
録
署
名
人 

に
は
、
石
田
宏
治
会
員
と
清
水 

泰
輔
会
員
を
選
出
）
。 

 

第
一
号
議
案
の
平
成
十
六
年 

度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
承
認 

の
件
、
第
二
号
議
案
の
平
成
十 

七
年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予 

算
案
承
認
の
件
、
第
三
号
議
案 

の
支
部
規
則
改
正
案
承
認
の
件
、 

第
四
号
議
案
の
役
員
改
選
の
件 

が
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
、 

             

       

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。 

 

水
島
支
部
長
の
も
と
、
活
発 

な
支
部
運
営
に
向
け
て
の
新
体 

制
が
整
っ
た
。
今
後
は
、
①
行 

政
書
士
の
知
名
度
の
向
上
②
時 

機
を
得
た
研
修
会
③
支
部
ホ
ー 

ム
ぺ
ー
ジ
の
作
成
準
備
等
（
平 

成
十
七
年
度
事
業
方
針
）
が
活 

動
の
中
心
と
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
執
行
部
は
、
五
月
二
十
八 

日
（
土
）
、
藤
沢
産
業
セ
ン
タ
ー 

六
階
会
議
室
に
お
い
て
、
幹
事 

会
を
開
催
。
今
年
度
の
業
務
組 

織
を
決
定
し
た
。
新
組
織
は
左 

記
の
通
り
。 

             

                                      

 

神奈川県行政書士会湘南支部 

発行責任者 水島 早苗 

編集責任者 石崎 寛之 

５月１４日現在 会員１５５名 

藤沢１０６人・茅ヶ崎４６人・寒川３人 
 

～新しい業務組織～ 
 
支 部 長    水島早苗 
副支部長    高橋 明 
副支部長    神本千石 
 
幹事・財務部長 高野 裕 
幹事・広報部長 石崎寛之 
幹事・研修部長 粂 智仁 
幹事・総務部長 杉本剛昭 
幹事・相談部長 國井和夫 
幹事・広報部員 寺内正樹 
 
監事      中嶋孝治 
監事      福島一郎 
 
支部選出理事  曽我松治 
支部選出政連幹事  荒井正敏 
 
相談役     山田 榮 
相談役     渡邊文子 
相談役     酒井武千代 
 
財務部員    神崎尚子 
広報部員    小林哲朗 
研修部員    土屋 暁 
総務部員    青木真由子 
相談部員    赤沼慎太郎 

＊見事に咲き誇る「浜昼顔」

茅ヶ崎海岸は、今日も絶景。 
（曽我松治会員撮影） 
 

 

今
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
歩
き
始
め

よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
共
に
歩
く
仲
間

は
、
気
心
の
知
れ
た

私
の
良
き
理
解
者
で

す
。
き
っ
と
楽
し
い

行
程
が
待
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

今
年
度
の
研
修
会

は
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
関
心

を
も
っ
て
参
加
で
き
る
よ
う
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

又
、
相
談
会
は
市
民
の
声
を

直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
い

機
会
で
す
。
自
分
の
勉
強
不
足

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
業
務
意
欲
を
か
き

た
て
ら
れ
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

最
後
に
、
二
年
間
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
引
き

続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


